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＜週間連絡＞

· ３日(月)　入社式13:00～　千葉記念講堂にて

＜外来情報＞

· 高橋　百壽様　～体調について「少しよくなってきた」「辛い、レストランへの移動がしんどいか
　　　　　　　　らデイケアには行けない」「3～4時間位しか眠れない」と訴え聞かれている。
　　　　　　　　決められた時間に起床、日中は活動するように努め生活リズムを保つように助言
　　　　　　　　あり。

· 晴山　美智子様～体重89kgと前回値と変わりない。体重測定する際、踵を後ろに出して測定しよ
　　　　　　　　うとする為、前にしっかりと立って測定するように指導あり。食事量について「ご
　　　　　　　　飯の量が多い。母がたくさん盛る」と訴え聞かれる為、食事量を加減するように
　　　　　　　　助言あり。

· 我満　奈津紀様～交際相手同行で受診している。4/9に、本人のお父様と話をする為交際相手と実
　　　　　　　　家へ行くとのこと。出産については、子供二人を育てるのは不可能に近く、生ま
　　　　　　　　れてきた子供の事を考えると可哀相と説明し、父と本人で話し合うように助言し
　　　　　　　　ている。交際相手に対し、避妊を行わないのは無責任であると指摘行っている。
　　　　　　　　子供を望むのであれば、現在病気の為に能力が低下している為、能力の回復を待
　　　　　　　　ってから子供を作るようにアドバイスしている。また、堕胎するのであれば精神
　　　　　　　　薬服用中であるため、医療機関を紹介できること伝えている。

＜利用者様情報＞

・中川原　義雄様（51）　躁うつ病　デイケア利用中

○情報

本日定時になっても来所されず、少し遅れて来所。「江陽の自宅から走ってきた」と話され全身濡れており、荷物も持たずに来られている。来所後、「寒い」と言いながら外に行こうとされたり、トイレのドアを蹴る、下足入れの戸を開閉を繰り返すなど行動にまとまりなく、「親父に殺されるかと思った」「お前が病院をめちゃくちゃにしたって親父に言われた」「触ったものが壊れてしまう」と滅裂言動聞かれている。ご家族から昨夕飲酒していたと情報あり。飲酒を始めると自分で切り上げられない様子見られるとの事。

○対応

· 自宅へ電話連絡行う。着替えの用意と本人の状態報告を行い、迎えをお願いしている。

· 市民病院に受診の可否について確認行っている。
　⇒　市民病院からは、本日は予約外来の為、明日の定期外来にて受診して頂けるように話あり。
　　　自宅での対応困難なようであれば夜間受診するように話あり、ご家族へその旨伝えている。

· 他メンバーとのトラブルの可能性がある為、他メンバーと離れて休む事のできる空間作りを行い、休養の取れる時間を設ける。

· 食事に対する拒否が見られる為、少しでも摂取できるように促し拒否が見られた際には時間を置いて関わりを持つ。

· 自宅での食事摂取状況や睡眠状況についてご家族と連絡を取り情報を受ける。

・我満　奈津紀様（34）　統合失調症　デイケア利用中

○情報

外来受診後来所。交際相手同行での受診をした事を報告されている。外来にて育児に対してのリスクの説明を受け、「出産についてはやめろとは言わないけど、病気のために低下している能力が回復してからでも良いのではないかって言われた」と話されている。お父様とは４/１（土）に会い、一方的に今回は堕胎してほしいと言われたと報告受けている。交際相手と話し合った結果、今回は堕胎することに決めたとのこと。しかし、子供を望んでいた気持ちを本人が吹っ切る事が出来ず、昨夕飲酒してしまい、娘様から「お母さんがおかしくなった」と言われたと報告されている。

　「思ってたよりショックはなかった」｢受診後、彼氏からメールがきて、結婚を前提に交際しようって書いてあった｣「次に子供が出来たら…」等の交際・結婚・妊娠に関する発言多く聞かれている。

○対応

· 本人様の話に傾聴し、内容に応じて助言を行う。

· 本人の状態や生活状況に留意し、変化の見られる際には関連機関と情報交換し、連携を図っていく。

